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もった援助のすべてである」と定義する。そして，幼
児教育における指導の本質として「発達の主体は幼児
自身である」こと，「環境による援助がすべてである」
ことを説く。そのことを日々の園生活で具体化するた
めに指導計画が必要なのである。したがって，指導計
画は「具体的なねらいと内容のための環境と援助の計
画」であり，単純化すれば「環境計画」あるいは「援
助計画」であるとする。
そして，指導計画の作成においては，①発達する幼
児の実際の姿を押さえること，②その時期の具体的な
ねらいと内容を設定すること，③環境の構成要素（物
的環境，人的環境のすべてを含む）を押さえて，ねら
いと内容にふさわしい環境を創っていけるようにする
こと，④その環境にかかわって幼児がどのような活動
を展開するのかを予想すること，⑤環境にかかわりな
がら，幼児自身が活動を継続させ，さまざまに発展さ
せられるように（想像力や創造力が発揮されていくよ
うに），いろんな場面での援助のあり方について要点
を考え示しておくこと，という5つの要素を挙げている。
ここには，幼児教育は環境を通しての教育であり，
その環境は幼児を主体にして保育者とともに創りあげ
ていくものである，という幼児教育の理念を見事に具
現化しているといえよう。また，今日の大きな課題で
ある，幼稚園教育と小学校教育の接続に関しても基本
的な視座を提供しているととらえられる。
本書を熟読することを通して，確かな保育教育の
理論と実践を身に付けた教師保育者が育っていくこ
とを確信する。
魅力的な道徳教育とは
道徳教育の充実は，国民的課題でありながらも，な
かなか成果が上がらないという現状がある。
本書は，教師と子どもがともに幸せな生き方を求め
ながら，道徳教育を魅力的なものにするための具体的
事例が多く紹介されている。
本書は，第Ⅰ部「これからの道徳教育の課題と展開」，
第Ⅱ部「道徳の時間の展開のために」，資料編から構
成され，さらに学習指導要領の改訂ポイントを見据え
た上で，章ごとにテーマが設定されている。各章では，
これからの道徳教育に必要な視点をいくつかのキーワ
ードから読み解けるようになっており，道徳の時間の
充実を図るためのヒントを具体的な実践事例を挙げな
がら紹介している。その内容は以下の通りである。
第Ⅰ部 これからの道徳教育の課題と展開
第1章 道徳教育の推進体制について
第2章 学級づくりのベースとしての道徳教育
第3章 情報モラルと道徳教育
第4章 キャリア教育と道徳教育
第5章 体験活動と道徳教育
第6章 言語活動と道徳教育
第Ⅱ部 道徳の時間の展開のために
第7章 道徳の授業の特質
第8章 『心のノート』の活用
第9章 自分を見つめるノート指導
第10章 自作資料の作り方
第11章 道徳資料とその実践
資料編
本書の第Ⅰ部では，学校を子どもたち自らが人格を
形成していく場とするために，どのような学校経営や
学級経営がこれから求められているのかについて，具
体的にポイントを示している。ここでは，道徳授業を
魅力的なものにするための創意工夫や，子どもたちが
道徳的価値についての興味関心を高めていくための
取り組み等について，低学年中学年高学年ごとに
実践事例を分けて紹介している。また，情報モラル，
キャリア教育などの近年，注目度の高いテーマや，体
験活動及び言語活動と道徳教育を響き合わせながら，
子どもたちの「生きる力」をのばす教育の全体構想や，
授業計画が多く例示されているのが特徴である。
第Ⅱ部は，「Ⅱ－1 道徳の授業の工夫」，「Ⅱ－2
道徳資料を活かす」に分かれており，それぞれ実践事
例を挙げながら重要ポイントを示している。「道徳の
授業の工夫」では，道徳教育が学校全体で取り組むも
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のであり，道徳の時間はその要としての役割を果たせ
るようにしなければならないことが強調され，『心の
ノート』の活用法や自分を見つめるノート指導等につ
いて，全体構想や指導案を挙げながら説明している。
「道徳資料を活かす」では，内容項目や子どもの実態
に合わせた資料選択の視点や，自作資料作りの手順な
どについて詳細に書かれている。
このように，本書は道徳の時間を要とした道徳教育
を魅力的にするための指導方法や，心を育てる学校
学級づくりについて，実際の教育現場の事例を取り上
げながら分かりやすく示されている。まずは，本書を
契機として，教師が自分自身の生き方についてじっく
りと考え，より幸せに生きるための夢や目標をもつこ
とが先決である。その姿勢が道徳的雰囲気を創り，子
どもたちとの心の響き合いをもたらし，道徳教育の充
実にがっていくであろう。
園田英里氏は，2004年に本大学の生活環境学科を
卒業された。その後，独自に絵本の勉強をし，2007
年には，イタリア北部の古都ボローニャで毎年開催さ
れている絵本原画コンクール，「イタリアボローニ
ャ国際絵本原画展」のフィクション部門で入選すると
いう快挙をあげられた。このコンクールは，世界で唯
一の児童書専門のブックフェア（BolognaChildren・s
BookFair）に伴うイベントの一つとして，1967年
に始まったものである。世界中の新人イラストレータ
ーたちの登竜門としても知られている。今後の園田氏
の活躍が期待される。『SERVICEDENUIT』はこ
の入選を機に，フランスの出版社から刊行されたもの
である。
『SERVICEDENUIT』
作品紹介
この作品は，一匹のワニが終バスを逃して，ヒッチ
ハイクするところからお話が展開していく。夜が舞台
なので，まわりは真っ暗だが，ワニがとても印象的に
描かれ，見る人を独特の世界に引き込む。ワニは，ど
うしてこんな夜に歩き回っているのか。朝がやってく
ると，その答えがわかる。漆黒の闇をまとう夜とは対
照的に，まばゆい光を放つ朝と友だちがワニを出迎え
てくれる。とても清々しい作品になっている。
『こわくないもん』
作品紹介
ちいさなチカちゃんが，夜にトイレにいきたくなっ
たけれど，おばけがこわくてどうしよう，と思ってい
るところから物語はスタートする。
心細いチカちゃんを勇気づけてくれるのは，彼女が
いつも一緒に寝ているぬいぐるみのうさちゃんとくま
ちゃん。二人のおかげでチカちゃんは無事にトイレに
行くことができたが，途中でくまちゃんがいないこと
に気づいたチカちゃんは…。
この『こわくないもん』は，子どもの頃，誰もが一
度は経験したことがある「おばけが怖くてトイレにい
けない」というお話が描かれている。園田さんの繊細
で，やわらかなタッチが絵本全体をあたたかく包み込
んで，読み進めていくうちに，わたしたちを幼い頃へ
とあっという間にタイムスリップさせてくれる。また，
暗い闇の中でも，チカちゃんやうさちゃん，くまちゃ
んのパジャマ姿が，赤や緑の鮮やかな色調で描かれて
おり，とても印象的な作品になっている。家庭におい
ても，子どもが夜寝る前にでも，ちょっと読み聞かせ
たい一冊である。
文と絵をともに考えることで，園田氏の心の中で相
互に響きあい，このような心に深く入り込む作品を描
くことができるのであろう。園田氏の感性に改めて目
を向けさせる作品である。
（おしたに よしお 初等教育学科）
（だいご みな 生活機構研究科
生活機構学専攻博士後期課程）
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